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ミドリハコベ Stel1arianeglecta Weiheの花
おしべは 8~ 1 0 本まれに 5 ~ 6本の花もある 。

No.1 

コハコベ Ste 11 aria media V i llarsの花
おしべは 1 ~ 7 本，普通 3 ~ 5 本。

ミドリハコベ(左) とコハコ ベ(右)の重量子。 ミドリハコベの方がやや大きく

直径 1.5rmn位，はっき りとした突起がある。コハコベは直径 1~ 1.2 111mで低
い突起がある。双方ともか っ 色に~;，\すが未熟な時コハ コベの方が賀色い。

ミドリハコベと コハコベ 大場達之(県立i等物館)
倒物の名前を正しく知るには肉眼でざっとながめてい

るだけでは不充分です。倣物にもっと限を寄せて，でき

れば 10~ 20 倍のノレーベでのぞいて見ると世界が 10倍か
ら20倍にひろがります。今回の植物誌の調査に参加され

た方はぜひんーベの視界を自分のものとして下さい。

ノレーベの下で始めて明らかになるものと して ミド リハ

コベとコハコベを取りあげました。この両極は一指して

ハコベとされていることが多いのですが，くわしく見る

とはっきりとした別々の種類です，両種の区別はおしベ

の数と鏡子の形によるのが最もよいようです。

それは上の写真に示した通りですが，全体の生え形，

葉の色にも速いが見られ上の写真のように花弁のはばに

も差があります。都市域にはこの同種にやや似たウシハ

コベがありますが花が退く l災き楽の形が違う上にめしべ

の先は 5倒に分れています。ミドリハコベとコハコ ベは

3裂しています(写真参照)。まず庭先のハ コベを剥ベ

て下さい。
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神奈川県植物誌編さん事業計画

維管束縞物について，他県に例を見ないユニークな，

高度の内容を持つ傾物誌を調査，刊行する。さしあたり

倒物誌は次の二編とするが，将来は藤苔 ・地衣・海藻誌

も編さんしたい。

A 神奈川県他物誌資料編

文献 神奈川県の織物誌に関連のあるすべての文献を

目録としてまとめる。

基準標本 神奈川県を基準産地とする Taxaの益準標

本の所在を調査し，その写真を集成する。

分布と目録 文献および日本の主要踏葉庫の標本の中

から神奈川県産のものを抽出し，これまでに神奈川県に

記録のあった維管束槌物をすべて目録にまとめる。

研究史 上記調査の資料をもとに神奈川県の槌物研究

史を編さんする。

B 神奈川県組物誌分布編

調査期間 (3- 5年)内に神奈川県内に実際に確認さ

れた維管東縞物の目録と分布図を集成する。

メッシュー神奈川県を，古来からの自然村(字)を萎

準として 108個のメ ッシュに区切 り，各メ ッシュ内に現

在生じている植物をすべて記録し，各種ごとの全県分布

図を集成する。

この作業は，同時に各市 ・区 ・町 ・村の縞物誌調査に

もなる。

標本。記録された植物は原則としてすべて標本として

保存し，公開の1専物館に保存し，後代の利用と再検に役
立てる。

C 調査期間

昭和54年 1月より調査を開始し， 3ヶ年をもって仮目

録，仮分布図を印刷頒布し， 不足の補充，訂正を行な っ

て5ヶ年自に印刷・刊行する。

D 調査分担

調査員は県内植物同好者を主としてm成し， メッシュ
を l個以上分担する。メッシュ調査とは別にa 研究史，

文献，分類群(イノデ属，スミレ科，キク 科ー など)

の分担もできる。 向定困難な群については専門家に依頼

神奈川県植物誌分布調査メ γシュ

横浜・川崎地区 16 戸塚区

O償浜市 17 瀬谷区

胤 地区名 面積伽2 略 号 O川崎市

1 鶴見区 29.93 TSR 18 川崎 区

2 神奈川区 23.68 KAN 19 幸 区

3 西 区 6.29 N 1 S 20 中原区

4 中 区 18.35 NAK 21 高津区

5 港南区 19.59 KON 22 多摩区

6 南 区 12.50 MIN O三浦地区

7 保土ケ谷区 21.61 HO 23 横須賀市

8 旭 区 3250 AS 24 

9 磯子区 18.17 IS0 25 

10 金沢区 24.31 KAZ 26 鎌倉市

11 港北区 42.05 KOH 27 

12 緑 区 77.79 Ml-1 28 逗子市

13 MI-2 29 三 浦市

14 戸緩区 77.74 TO-I 30 

15 TO-2 31 

する。

E 費用

当初は調査員の自弁とするが，少なくとも 2年度以後

は県貨の補助を受けられるように努力する。

F ニニュ ース， ゼミナーノレなど

調査員の情報交換，文献や資料の紹介などに役立てる

ため， FU双AKANAGAWA 神奈川県植物誌調査会 ニュ

-Aを随時刊行する。

また専門家を招いて，特定の分類群(例えばイ不科，

イノデ属ー など)についてのゼミナールを行ない，調

査能力を高める。

G 只今刊行中の 「神奈川史」がまもなく完結するが，

それに引き続いて「神奈川県自然誌」の編さんを呼びか

け，そのなかの一冊(あるいは 2冊)として，調査，刊

行されることも考える。

H 調査および標本の採集について

1. 標本は原則としてすべての種について， 1点は採

集し，療本とする。

2 明瞭な栽培品を除き，自生または自然と思われる

ものを対象とし，疑わしいものはメそをつける。

3 採集不可能なものについては，写真，スケッチ，

その他の手段で記録する。

4 個体数が少なくて，採集すれば絶滅してしまうよ

うな場合は，同定可能な程度の断片(糞1枚，花1個な

ど)でも可とする。ラン科植物で稀少なものは花の一部

だけでも液侵標本とする。

5 国立，固定公園や保護地域については，正式な採

集許可を申請する。

6 模本のラベノレは統一規格のものを用意する。

7 産量も多い，少ないなどメモをなるべくつける。

8 銭苔，地衣，海藻についても，将来「銭苔 ・地衣

植物誌」や「海藻誌」も計画しており，その基礎資料と

してできるだけ集めておきたい。

9 調査は各メ γ シュ毎にチェック リス トに記録する。

チェック リストは三浦，籍痕，丹沢，横浜 ・川崎， 県

央などに分けて製作する。

TO-3 32 主主ケ島 10 

16.95 S E 33 葉山町 HAY 

O湘南地区

31.55 KAW 34 平塚市 67.88 HI-1 

10.05 SAl 35 HI-2 

14.59 NAH 36 HI-3 

34.4 6 TAK 37 藤沢市 69.63 FU-l 

44.43 TAM 38 FU-2 

39 FU-3 

99.00 YO-1 40 江の島 EN 

YO-2 41 茅ケ崎市 35.76 CH-1 

YO-3 42 CH-2 

39.53 KA-l 43 秦野市 10416 HAT-1 

KA-2 44 HAT-2 

l干86 ZU 45 HAT-3 

31.16 M lU-l 46 HAT-4 

MJU-2 47 HAT-5 

MIU-3 48 伊勢原市 55.72 ISE-] 
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神奈川県植物誌分布調査メ yシュ図
Jη 

49 ISE-2 69 YA-5 89 AT-3 

50 ISE-3 70 YA-6 90 AT-4 

51 寒川町 13.22 SAM 71 YAー 7 91 AT-5 

52 大 磯町 17.23 0 I S 72 YA-8 92 大 和 市 28.57 YAT 

53 二 宮町 8.96 N 1M 73 開成町 6.23 KA 93 海老名市 25.20 EB 

54 大 山 OY 74 箱根町 94.03 HAK-1 94 座間市 17.94 ZA 

O県西地区 75 HAK-2 95 綾瀬市 22.24 A J 

55 小田原市 114.24 00-1 76 HAK-3 96 愛川|町 34.11 A I 

56 00-2 77 HAK-4 97 清 川村 71.95 K 1-1 

57 00-3 78 HAK-5 98 KI-2 

58 00-4 79 HAK-6 99 KI-3 

59 南足柄市 77.57 M 1-1 80 真鶴町 7.00 MAN O県北地区

60 MI-2 81 湯河原町 4067 YU-1 100 斌山町 19.11 SH 

61 MI-3 82 YU-2 101 津久井町 122.18 TS-1 

62 中井町 19.75 NA 1 O県央地区 102 TS-2 

63 大井 町 14.7 1 01 83 相模原市 90.77 SA-1 103 TS-3 

64 依田町 37.33 MAT 84 SA-2 104 TS-4 

65 山北町 224.25 YA-1 85 SA-3 105 TS-5 

66 YA-2 86 SA-4 106 相複湖町 31.40 SAG 

67 YA-3 87 厚木市 92.86 AT-1 107 藤野町 65.04 FUJ-J 

68 YA-4 88 AT-2 J08 FUJ-2 

O調査メ ッシュの境界線は確定したものでなく，地区ご 人文社の広域市街地図を参考にして下さい。広域市街地

とに検討して，まだ若干変更のある見込みです。 図は次のようにわかれています。

O小さな区市町村はほぼ現在の行政区かく を1メッジュ L -12 川崎北部， L-13 横浜東部 ・川崎， K-J2， 

に区切ってあり ますが，大きな区市町村はさらに 2-8 川崎西部，K--13，綴浜西部 ・大和 ・座間， KL-J4， 

メッシュに区分してあり ます。その原図はプロック代表 筒浜南部 ・鎌倉・ 逗子 K-14，鎌倉 ・藤沢 ・:f!;ヶ的，
または博物館にありますので参考にして下さい。 J -12，八王子 ・相模原 J -13，厚木 ・丹沢 ・大山，

O実際の調査には国土地理院の 25000分の l地図または J -14，平原 ・秦野 ・伊勢原 ・大磯。
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事務局からのお知らせ

3月 21日の発会式で次の方々に役員をお願いするこ

とになりました。(敬省略)

招i問籾山泰一，大谷茂

代表村上司郎， ~補正直11

事務局 高橋秀男，大場達之，生出智談

ブロ γタ代表(横浜 ・川崎)村上司自11， (三浦)石渡

汗Iー，鈴木一喜， (湖南)守矢淳一， (以西)~I南正郎，

(!f~央)高橋秀男 ， {大山守， (県北)城川四郎

Oプロック別に会議を開催し，地区分担者の決定，市町

村l!1]の立任者を決めました。しかしまだ全地区で担当者

を決めることができませんでしたので，決まらなかった

地区については再度ブロァ:7l!I]の会議を聞き検討するこ

とになりました。

調査会の名簿について

今までに申込まれた調査会に協力いただける方の名簿

を同封しました。直接発会式に出席された方の名簿は完

備していますが，電話で受け付けた方の分は不備ですの

で，勤務先と その電話番号など事務局までお知らせ下さ

い。名簿は地峻別に分類し，その後に受付けた分も追加

して末尾にのせてありますが，分担とは関係ありません

ので，まだ分担地区の決定していない方は希望する地区

をお知らせ下さい。今のところ丹沢，箱根，県北方面の

参加者が少なく，手薄にな っています。

標本製作について

~本製作は博物館に乾燥器があり ， 野間にはさみ込ん

でくれば，簡単に乾燥ができますが，当分の間職員の手

不足でできませんので，各自でお願いします。

経費の負担にご協力を

今のと こ ろ世話人の自己負担で，通信1~や印刷物の製

作等をまかなっています。発会式の折に賛同が待られま

したかj査会の必要経費の負担について，年1¥(j1，000円の

ご協力をお願いします。振替口座は 「横浜 10195神奈川

県船物誌調査会」です。振答用紙を同封しました。領収

11}は振替払込金受領証をも ってかえさせていただきます。

1'1用は通信!J'i， 7ロラカナガワ CFLORAKANAGAWA) 
やチェックリ λ トの印刷などにあてる予定です。なお振

密口座の通信らんには氏名， 54年度分会1'(00円，希望
する分担地区，住所と電話番号，勤務先(叉は所属)と

電話番号を記入して下さい。(21日に受付で名簿に記入

した方は不用)

横浜 ・川崎地区の植物誌調査打合せ会

4月 21日 (土〕午後 1時から博物館講堂で倒きます。

償浜 ・川崎地区の分担者(希望者も含む)は全員お集

り下さい。都合の悪い方は希望地区をプロ γF代表(村

上司郎宛)ご連絡下さい。
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ラベルと標本調査カ ドについて

係集品につけるラベノレと 1978年以前の際本を記録す

るカードの様式は現在役員で検討中です。様式が決まり

しだい本印刷にして調査員のお手もとにおとどけする予

定でおりますが，少し時間がかかります。とりあえず録

集品のラベルと標本調査カードに記入しなければならな

い項目(祭)だけをお知らせしておきます。

標本調査については学名，和名，科名，採集地，採集

者，採集年月日，標本庫と 胤， 向定者，目白考(標本の状

態を記入する)。

際本 ラベノレについてはNn，Fam. Nn ，係mJ也コード，
市区11町村名， メッシュ 内の地名， 学名，和名，同定者，

同定年月日，採集者，採m年月日，的考などです。
さしあたり採集した標本(台紙は不用)には，採集地

採m年月日，採集者を正確に記録しておいて下さい。

第 1囲神奈川県の植物研究講座開催について

神奈川県個物誌調査の一環として，博物館では次の行

事を企凶しました。館の普及事業と実施しますので，調

査会の会員以外の方にも呼びかけます。

テーマ スゲ類の見分け方

期日 6月3日 (日〕午前 10時~午後 31時

場所 博物館講堂

~t 師本館職員

対 象 神奈川県植物誌調査会会員および一般植物同

好者

申込方法 往復ハガキに住所，氏名，年齢，職業，1!l

話番号を明記の上，博物館学芸部 「植物研究講座」係へ

お申込み下さい。

受付]VJ聞は4月24日0)()から 5月22日(火)までで，

このJVJ間外は申込みは受付けません。当日は探集したス

ゲ類の傑本，ノレーベをご用意下さい。

FLORA KANAGAWAについて

本会の:ill絡ニュース第 I号を同封いたします。第 1号

は身近かな織物で分類の難しいミドリハコベとコハコベ

の区別点を大場達之氏の写真で紹介しました。 2号以降

も1頁目はこのような類似植物の解説を続けていきたい

と思います。 2-4頁は調査の計画やお知らせを特集し

ましたが，今後は調査員の記事も予定しています。新産

地短報，研究短報，県植物誌に関する文献の紹介，観察

記事，類似他物の区別点など，お気がるに投稿下さるよ

うお願いします。短くても，内容の濃い，充実したもの

にしたいと思います。

(高橋秀男記)


